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2025年度 東京成徳短期大学卒業時アンケート集計結果 

 

Ⅰ 調査の概要 

（１）目 的 本学のアセスメント・ポリシーに基づき、教育の質の向上を目指す PDCA の一環として、教育の効

果を検証し，教育改善を図るため，卒業予定者対象に、学習成果の達成にかかわる学生の自己評価を中心とする卒業

時アンケート調査を実施する。 

（２）対 象 2025 年度の卒業予定者（86 名） 

（３）方 法 Microsoft 社 Forms による Web 調査、記名式回答 

（４）期 間 2026 年 3 月 12 日（木）卒業式当日のみ 

（５）回収状況 

      （  ）内は昨年度 

短期大学 回答数 対象者数 回収率 

幼児教育科 68(73) 86(113) 79.1%(72.9%) 

 

Ⅱ 学習成果の達成度 

           （単位％） 

学習成果 身についた ある程度身についた 
あまり身につかなか

った 
身につかなかった 

① 66.2 33.8 0 0 

② 64.7 35.3 0 0 

③ 64.7 35.3 0 0 

④ 63.2 36.8 0 0 

⑤ 69.1 30.9 0 0 

≪幼児教育科 学習成果≫ 

①本学の教育を通して、保育者として必要な基礎的知識と教養、専門的知識と技能、研究する力を習得してい

る。 

②本学の教育及び行事を通して、保育や子どもに関わる企画力、指導力、課題発見能力などの実践力や即応力を

習得している。 

③本学の教育及び行事を通して、社会人、保育者として求められるコミュニケーション能力と責任感、倫理観、

自己研鑚能力を習得している。 

④本学の教育を通して、リテラシー、論理的思考力、協同的課題解決能力を習得している。 

⑤本学での学生生活を通して、自己理解を深めながら主体的に学習を進め、ふさわしい進路選択をすることがで

きる。 

  



Ⅲ 下記の本学の取り組みについてどの程度満足していますか 

（単位％） 

学習成果 満足 ある程度満足 やや不満 不満 

①カリキュラム 63.2 36.8 0 0 

②授業の進め方 50.0 44.1 4.4 1.5 

③成績評価 52.9 41.2 4.4 1.5 

④留学制度 55.9 35.3 7.4 1.5 

⑤課外活動 54.4 41.2 4.4 0 

⑥学生支援（困ったときの支援） 64.7 30.9 4.4 0 

⑦就職支援 69.1 29.4 1.5 0 

⑧施設･設備 70.6 25.0 4.4 0 

⑨教員の対応 55.9 39.7 2.9 1.5 

⑩職員の対応 60.3 36.8 2.9 0 

 

Ⅳ 学生時代に得られた学修成果があれば記入して下さい。（自由記述） 

記入内容 

ビジネスマナー、子どもに関する知識 

保育者としての心得 

ピアノがちょっと弾けるようになった 

他者と関わるときの考え方 

授業内で感性を磨くことができた。 

 

Ⅴ 学修成果を高めるために、本学の教育・学生支援のあり方について改善すべき点があれば記入して下さい。（自

由記述） 

記入内容 

忌引きや実習の時の出席をもう少しわかりやすくして欲しい。また統一したルールを設けて

欲しい。 

 

 

 



経年比較分析の結果 

(1)ディプロマポリシー 

学習成果 番号 

平均スコア 注 1､注 2 

2025 2024 過去 2 か年 

① 3.7 3.5 3.6 

② 3.7 3.6 3.6 

③ 3.7 3.6 3.6 

④ 3.6 3.5 3.5 

⑤ 3.7 3.6 3.6 

注 1：「身についた＝4、ある程度身についた＝3、あまり身につかなかった＝2、身につかなかった＝1」と

してスコア化 

注 2：過去 2 か年平均よりも 0.2 ポイント（小数点第 2 位）以上上昇している箇所を青地にて標記 

 

(2)取り組みの満足度 

本学の取り組み項目 
平均スコア 注 1､注 2 

2025 2024 

カリキュラム 3.6 3.5 

授業の進め方 3.4 3.3 

成績評価 3.5 3.4 

留学制度 3.5 3.4 

課外活動 3.5 3.4 

学生支援（困ったときの支援） 3.6 3.5 

就職支援 3.7 3.5 

施設・設備 3.7 3.6 

教員の対応 3.5 3.5 

職員の対応 3.6 3.4 

注 1：「満足＝4、ある程度満足＝3、やや不満＝2、不満＝1」としてスコア化 

注 2：前年度よりも 0.2 ポイント（小数点第 2 位）以上上昇している箇所を青地にて標記 

 

 



* 必須

* このフォームでは名前の記録を⾏います、名前を⼊⼒してください。

２０２５年度 卒業時アンケ−ト（短期⼤学幼児教育科）
 幼児教育科FD委員会では、本学の教育の質改善のために、卒業していく皆さんに以下のアンケートをお願いしています。本学を卒業するにあたり、これまでの学修を振り返り、以下の質問にお
答えください。調査によって得られたデータは、調査の⽬的以外には使⽤しません。個⼈情報の保護には⼗分配慮し、個⼈のデータを公表することはありません。
（東京成徳短期⼤学 FD委員会）

Ⅰ学修成果

東京成徳短期⼤学幼児教育科は、学習成果を以下①から⑤のように定めています。下記の学習成果がどの程度⾝についたと思いますか。 ⼤学で
はDPとしていますが、学習成果としています。 * 

1.

①⾝についた ②ある程度⾝についた ③あまり⾝につかなかった ④⾝につかなかった

Ⅲ本学の取り組みについて

①本学の教育を
通して、保育者と
して必要な基礎
的知識と教養、
専⾨的知識と技
能、研究する⼒を
習得している。

②本学の教育及
び⾏事を通して、
保育や⼦どもに関
わる企画⼒、指
導⼒、課題発⾒
能⼒などの実践
⼒や即応⼒を習
得している。

③本学の教育及
び⾏事を通して、
社会⼈、保育者
として求められるコ
ミュニケーション能
⼒と責任感、倫
理観、⾃⼰研鑚
能⼒を習得してい
る。

④本学の教育を
通して、リテラ
シー、論理的思考
⼒、協同的課題
解決能⼒を習得
している。

⑤本学での学⽣
⽣活を通して、⾃
⼰理解を深めな
がら主体的に学
習を進め、ふさわ
しい進路選択をす
ることができる。

参考



本学の取組みについて、どの程度満⾜していますか。 * 2.

①満⾜ ②ある程度満⾜ ③やや不満 ④不満

①カリキュラム

②授業の進め⽅

③成績評価

④留学制度

⑤課外活動

⑥学⽣⽀援
（困ったときの⽀
援）

⑦就職⽀援

⑧施設･設備

⑨教員の対応

⑩職員の対応



このコンテンツは Microsoft によって作成または承認されたものではありません。送信したデータはフォームの所有者に送信されます。

Microsoft Forms

Ⅳ⾃由記述
（注意!）ここに書いた内容は、匿名で他の回答者も参照可能です。個⼈情報や機微情報は書かないようにしてください。

（これまでの質問以外に）学⽣時代に得られた学修成果があれば記⼊して下さい。3.

学修成果を⾼めるために、本学の教育・学⽣⽀援のあり⽅について改善すべき点があれば記⼊して下さい。4.
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